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総
事
業
費
１
２
７
億
円
、

平
成
23
年
街
区
完
成
予
定
で
、

四
ツ
角
区
画
整
理
は
26
年
に
事

業
完
了
で
き
る
の
か
。

補
助
金
等
が
減
少
傾
向

に
あ
り
、
大
変
厳
し
い
状
況
で

す
が
、
予
定
ど
お
り
の
完
了
を

目
指
し
て
努
力
し
た
い
。

四
ツ
角
環
状
線
の
一
方

通
行
は
不
便
で
は
な
い
か
と
い

う
声
が
出
て
い
る
。
見
直
し
は
。

一
方
通
行
の
見
直
し
を

含
め
、
地
元
対
策
協
議
会
等
と

協
議
し
慎
重
に
進
め
た
い
。

９
６
２
５
万
円
で
さ
と
り
競
売

さ
と
り
跡
地
が
19
年
１

月
に
競
売
に
な
る
。
市
が
取
得

し
て
活
用
す
る
考
え
は
。

現
時
点
で
の
利
活
用
の

目
的
が
な
い
こ
と
と
財
政
状
況

を
考
慮
す
る
と
大
変
難
し
い
。

第
二
庁
舎
の
活
用
方
法
は

第
二
庁
舎
の
一
階
部
分

は
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。

市
民
の
利
便
性
の
確
保

と
健
康
管
理
を
推
進
す
る
施
策

と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
公

民
館
）
機
能
と
保
健
機
能
の
整

備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

公
民
館
の
機
能
が
移
転

す
る
の
な
ら
、
渋
川
公
民
館
の

保
存
は
ど
う
す
る
の
か
。

庁
内
組
織
で
あ
る
検
討

委
員
会
で
、
保
存
す
る
か
し
な

い
か
に
つ
い
て
検
討
中
で
す
。

ジ
ャ
ス
コ
の
第
二
庁
舎

に
９
億
円
か
け
て
、
な
ぜ
１
億

円
の
さ
と
り
が
買
え
な
い
の
か
。

利
用
目
的
が
明
確
で
な

い
も
の
に
つ
い
て
、
購
入
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

四
ツ
角
活
性
化
の
ビ
ジ
ョ
ン
は

市
長
は
区
画
整
理
後
の

四
ツ
角
を
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。

四
ツ
角
を
多
く
の
方
に

散
策
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
活

性
化
に
つ
な
が
り
、
ま
ち
の
資

源
の
活
用
と
住
民
の
考
え
方
で

中
心
市
街
地
は
活
性
化
し
ま
す
。

町
名
表
示
問
題
の
解
決

は
、
第
一
に
「
大
字
渋
川
」
表

示
は
元
に
戻
し
、
平
行
し
て
抜

本
的
な
方
向
を
探
っ
て
い
く
べ

き
だ
。
２
回
の
町
名
表
示
の
会

議
が
開
か
れ
た
が
通
称
町
名
に

戻
す
と
い
う
点
で
、
論
議
、
進

展
は
あ
っ
た
の
か
。

第
１
回
は
町
名
表
示
に

関
す
る
概
要
説
明
を
行
い
、
第

２
回
は
事
務
局
が
示
し
た
４
案

を
基
に
意
見
交
換
を
行
っ
た
が
、

ま
だ
審
議
途
中
で
す
。

「
大
字
」
表
示
決
定
は

合
併
前
の
駆
け
込
み
決
定
だ
っ

た
。
そ
の
後
、
日
常
生
活
で
の

支
障
が
は
っ
き
り
し
て
き
た
。

困
っ
て
い
る
市
民
の
切
実
な
要

求
に
な
ぜ
応
え
な
い
。

自
治
会
連
合
会
の
臨
時

総
会
や
合
併
協
議
の
中
で
確
認

さ
れ
た
事
項
で
あ
り
、
渋
川
で

納
得
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

旧
渋
川
地
域
の
自
治
会

長
は
、「
大
字
」
表
示
の
保
留
、

住
民
合
意
の
新
住
所
を
求
め
て

要
望
書
や
請
願
書
を
提
出
し
て

通
称
町
名
使
用
を
求
め
て
い
る
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
要
望

に
お
答
え
す
る
た
め
に
、
町
名

表
示
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
置
し

て
ご
審
議
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

市
長
は
、
自
治
会
は
困

っ
て
い
な
い
、
困
っ
た
と
い
う

声
を
市
民
か
ら
聞
か
な
い
と
う

そ
ぶ
い
て
い
る
。
市
政
運
営
の

パ
ー
ト
ナ
ー
は
住
民
と
代
表
の

自
治
会
長
だ
。
そ
こ
ま
で
住
民

の
声
を
無
視
す
る
の
か
。

自
治
会
の
範
囲
は
変
え

て
い
ま
せ
ん
。
町
名
は
合
併
し

た
一
体
化
の
な
か
で
市
全
体
を

見
通
し
て
考
え
て
ほ
し
い
。

市
長
は
、
通
称
町
名
は

使
え
る
と
い
う
。
そ
れ
な
ら
ば

市
民
に
周
知
す
べ
き
だ
。

大
字
と
し
て
の
渋
川
は

合
併
協
議
の
中
で
決
ま
っ
て
き

ま
し
た
。
通
称
町
名
を
改
め
て

周
知
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

金
子
　
　
渡
　
議
員

四
ツ
角
区
画
整
理
と

第
二
庁
舎
整
備
に
つ
い
て

「
自
治
会
は
困
っ
て
い
な
い
」
？

町
名
表
示
問
題
で
市
長
に
た
だ
す

子
供
は
病
気
に
か
か
り

や
す
く
重
症
化
し
や
す
い
。
早

期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切
で

す
。
中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療

費
の
無
料
化
は
子
育
て
支
援
の

大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。
中
之

条
町
で
す
で
に
実
現
し
て
い
ま

す
。
渋
川
市
で
も
医
療
費
の
無

料
化
を
前
進
さ
せ
る
べ
き
で
す
。

本
市
の
助
成
範
囲
「
小

学
校
一
年
生
ま
で
」
は
、
県
内

で
も
平
均
以
上
の
水
準
で
あ
り
、

当
面
現
行
水
準
を
維
持
し
、
引

き
続
き
検
討
を
行
い
ま
す
。

若
い
父
母
が
子
育
て
に

経
済
的
負
担
感
が
あ
る
時
、
な

ぜ
平
均
５
０
０
０
円
か
ら
１
万

円
も
の
保
育
料
値
上
げ
を
す
る

の
か
。
子
育
て
支
援
に
な
ら
な

い
保
育
料
の
値
上
げ
は
中
止
を
。

合
併
後
５
年
以
内
に
保

育
料
平
均
を
国
基
準
の
概
ね
60

％
に
改
正
し
ま
す
が
、
保
護
者

の
負
担
な
ど
を
考
え
、
２
段
階

で
の
改
正
を
基
本
に
進
め
ま
す
。

第
２
子
の
保
育
料
の
軽

減
や
第
３
子
の
無
料
制
度
は
就

学
前
の
子
供
が
３
人
い
な
け
れ

ば
摘
要
に
な
ら
な
い
。
小
学
校

ま
で
の
摘
要
範
囲
の
拡
大
を
。

現
行
保
育
料
の
３
歳
未

満
児
軽
減
制
度
や
２
人
目
の
軽

減
制
度
、
ま
た
、
３
人
目
以
降

の
無
料
制
度
に
つ
い
て
は
引
き

続
き
継
続
す
る
方
針
で
す
。

学
童
保
育
所
の
充
実
を

全
小
学
校
ご
と
に
学
童

保
育
所
の
設
置
を
。
橘
小
は
来

年
４
月
か
ら
空
き
施
設
を
利
用

し
開
所
で
き
な
い
か
。
子
持
地

区
、
南
雲
小
の
学
童
保
育
所
は

空
き
幼
稚
園
の
利
用
を
。
運
営

が
困
難
に
な
る
施
設
へ
の
市
単

独
助
成
の
増
額
を
。

橘
小
学
校
区
は
平
成
20

年
度
開
設
に
向
け
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
少
人
数
学

童
ク
ラ
ブ
の
適
正
運
営
の
た
め
、

市
の
補
助
規
定
の
見
直
し
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

平
成
５
年
３
月
か
ら
５

年
契
約
で
供
用
が
始
ま
り
（
平

成
10
年
に
５
年
延
長
、
さ
ら
に

平
成
15
年
に
５
年
延
長
）
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

そ
の
埋
立
処
理
状
況
と
今
ま

で
の
埋
立
量
は
。

小
野
上
処
分
場
に
つ
い

て
は
、
埋
立
地
面
積
１
万
５
０

０
０
㎡
、
埋
立
容
量
９
万
５
０

０
０
m  3  
で
、
平
成
18
年
３
月
末

現
在
の
処
理
状
況
は
、
埋
立
量

累
計
６
万
７
３
６
５
m  3  
、
残
余

量
２
万
７
６
３
５
m  3  
の
残
余
量

率
約
29
％
で
す
。

処
分
場
は
、
遮
水
シ
ー
ト
を

張
り
地
下
浸
透
し
な
い
構
造
で
、

排
水
は
水
処
理
後
放
流
さ
れ
、

定
期
的
に
水
質
検
査
を
し
て
お

り
、
規
制
基
準
値
以
下
で
す
。

焼
却
灰
は
そ
の
日
の
う
ち
に
覆

土
を
行
っ
て
い
ま
す
。

小
野
上
処
分
場
の
再
々

延
長
契
約
期
限
は
平
成
19
年
で
、

来
年
に
迫
っ
て
い
る
。

主
要
構
成
自
治
体
で
あ
る
本

市
と
し
て
平
成
20
年
か
ら
の
最

終
処
分
場
は
ど
こ
に
求
め
る
の

か
。

現
在
の
小
野
上
処
分
場

は
、
平
成
19
年
度
末
で
覚
書
の

埋
立
期
間
が
終
了
し
ま
す
が
、

平
成
17
年
度
末
で
残
余
量
率
約

29
％
で
す
。

今
後
の
処
分
場
計
画
に
つ
い

子
供
の
医
療
費
を中

学
校
卒
業
ま
で
無
料
に

て
は
、
こ
れ
ら
の
状
況
も
踏
ま

え
、
現
在
、
渋
川
地
区
広
域
組

合
の
正
副
管
理
者
会
議
に
お
い

て
、
協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

再
々
再
延
長
と
な
っ
た

場
合
、
住
民
に
早
急
に
伝
え
理

解
を
得
る
努
力
を
さ
れ
る
の
か
。

ま
た
、
広
域
組
合
か
ら
従
来

ど
お
り
地
域
の
振
興
費
、
迷
惑

料
が
交
付
さ
れ
る
の
か
。

現
在
、
協
議
を
重
ね
て

い
ま
す
が
、
地
域
へ
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
過
去
の
経
緯
を
踏

ま
え
、
誠
意
を
も
っ
て
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
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区画整理が進む四ツ角周辺学童保育所で過ごす子供たち

小野上処分場
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い
て
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